
― 1 ― ― 1 ―

はじめに
　新潟市西蒲区の巻郷土資料館には「八百屋お七」と「幽
霊の継子いじめ」ののぞきからくりが所蔵されている。こ
れらは大正時代から昭和十年代の後半まで県内の各地を
巡業して歩いた露天商のご子孫の家に秘蔵されていたも
のであったが、1976（昭和51）年ごろ地域の歴史・美術研
究グループ「光と影」のメンバーによって見出され、公開
された文化財である。もとの所有者は旧巻町十一区の故小
寺信氏で、しばらくは巻郷土資料館への保管委託となって
いたが、数年前に新潟市へ寄贈されて市の文化財となっ
た。このうち「幽霊の継子いじめ」はマネキ、ガラ箱、中
ネタなど実演可能な屋台一式が揃っており、すでに絶えた
芸能ではあるが、地元有志の人々の努力によって今日復活
上演されるに至っている。中ネタを含めたこの屋台一式
は、比較的よい状態で保存されてきたが、それでも長の年
月を経てかなり傷みが激しく、2009年の春から夏にかけて
解体修復補強作業が行なわれた。この作業によって押絵の
台紙に使われた反古が見つかった。この屋台一式は今まで
漠然と明治の終わり頃から大正時代にかけて兵庫県の姫
路で作られたものであろうとの推測があったが、作製者と
いい作製年代といい、いま少しはっきりしない点があっ

のぞきからくり「幽霊の継子いじめ」の製作年代と製作地
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た。小論では、見つかった反古をもとに、屋台の成立年代
と製作された場所を考察してみたい。

１ ．ソデの絵の特徴
　のぞきからくりの屋台は、中に吊り下げた絵を次々と
出し入れして見せる仕掛けを持った装置であるととも
に、その全体が観客を招き寄せる「マネキ」の役割をもっ
ている。両側のソデ、中央のカンノン、コシマキの各部
に、その演目の場面と登場人物をできるだけ華やかに印
象的に押絵を使って飾り立てた。巻郷土資料館所蔵「幽
霊の継子いじめ」の両側のソデの絵に着目してみると、
その絵に描かれているのは、この作品の登場人物たちで、
右には軍服姿の佐々木いさむ・芸者とみ子・とみ子の連
れ子の花子、左には佐々木いさむの妻ふじゑ・娘のしづ
ゑ・人力車の車夫が、いずれも三人ずつ左右対照的に描
かれている（写真Ａ）。
　向かって右のソデを拡大すれば写真Ｂ（2009年修復以
前）のようになり、この部分を演目が違う他の屋台のソ
デで示せば、写真Ｃ・Ｄのようになる。

　写真Ｃは三原市歴史民俗資料館所蔵「女一代嗜鏡俊徳
丸」のソデ絵で、写真Ｄは岐阜県瑞浪市ミュージアム中
仙道所蔵「忠臣蔵」のソデ絵である。のぞきからくり屋
台の製作者としては兵庫県姫路市の宮澤由雄（明治 ２年
生、昭和19年没）が知られていて、彼の工房で製作され
た屋台のソデ絵は左右に物語の人物を大きく描いた形式
になっている。また写真Ｃ・Ｄには製作者の住所と「宮
澤由雄細工」の銘があるが、巻郷土資料館の写真Ｂには
ない。このほか、写真Ｃ・Ｄと比較すると、写真Ｂの色

写真Ａ巻郷土資料館所蔵（2009.07）
　　　　　「幽霊の継子いじめ」の屋台正面

　　　　　　　人物三人を大きく描く左右両端がソデ
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が明るく鮮やかで、他の ２点は青みがかった暗めの色調
になっている。一見して異なる工房で製作されたものと
感じられる。
　そのほか最も大きく異なる点は次の二点ではないだろ
うか。
　⑴人物の背景が描かれていないこと。
　⑵顔の部分が宮澤流の押絵になっていないこと。
　人物の背景については、写真Ｃの上部には建物の屋根
を含めた外界の風景の一部が描かれているし、写真Ｄに
は室内風景が描かれている。のぞきからくりの本質から
言えば、マネキの絵や中ネタの絵に、透視図法による奥
行きが強調された風景や室内を描くことが必然的な要素
であった。
　上島敏昭氏が宮澤由雄の次男（上原木呂氏は三男と訂
正）茂雄氏に取材したところによれば、のぞきからくり
の押絵の製作は、まず宮澤由雄自身が下絵を描き、その
後で彼の家族や弟子が押絵の作業を行なったという（「え
とく芸能—地獄を覗き、見る楽しみ—」、林雅彦編著『絵
解き万華鏡』1993、所載）。巻郷土資料館のソデ（写真
Ｂ）は、2009年に解体して修復補強作業を行なったとき、
傷みがひどかったので押絵を残してその下の部分をそっ
くり替えた。もとのものは郷土資料館に別置して保存し
てある。次の写真Ｅがその １枚である。押絵を剥ぎ取っ
たあとには人物の線画がある。これも「下絵」とはいえ
るだろうが、上の引用文で「下絵」と言っているのは画
面の押絵を除く室内や風景のことと思われる。透視図法
によって奥行きが強調された風景や室内を描くことはの
ぞきからくりの本質だからである。その部分は押絵では
なく書

かき

絵
え

である（美術に詳しい上原木呂氏によれば泥
絵）。明治時代ののぞきからくりには、華麗な書絵の前に
押絵の人物を立てたものがあったと
もいう（拙著『江戸期視覚文化の創
造と歴史的展開—覗き眼鏡とのぞき
からくり—』2012、三弥井書店刊）。
前掲の宮澤由雄の子息茂雄氏の言
に、「背景の色塗りは茂雄氏が手伝う
ことが多く……最後の仕上げは由雄
氏が行う」とある。このことから、
書絵は宮澤由雄自身が描いたことが
知れる。押絵はその上に置くのであ
るから、押絵から見れば書

かき

絵
え

は下絵でもある。実際の工程
でも、まず全体的な書絵を描
いたあとでその上に押絵を乗
せていったことは、写真Ｆに
よって知れる。これは三原市

歴史民俗資料館所蔵「女一代嗜鏡俊徳丸」の、カンノン
の左下の、押絵の人物の足が剥がれ落ちた部分である。
　次に、人物の顔の部分についてであるが、巻郷土資料
館の人物の顔は薄い布（絹か）に目鼻を描いたものになっ
ている。肌が白いのは胡粉を塗ってあるようだ。宮澤由
雄の娘にあたる岡村延栄氏からの聞き書きによれば、顔
の押絵にチリメンを使って質感を出すことと、眼にガラ
ス玉を入れることは宮澤由雄が工夫したことだという
（下田明光著『播磨路の職人さん』1998）。「幽霊の継子い
じめ」には、その「宮澤由雄細工」の銘が入っていない。
　巻郷土資料館に所蔵されるのぞきからくりの屋台は、
昭和51年に発見されたさい地元有志によって修復が試み
られている。この修復作業に関わった斉藤文夫氏によれ
ば、その時の修復は剥がれ落ちた押絵をもとに戻しただ
けで、そのほかは一切手を加えていないという。ソデの
絵の人物の顔に押絵はなかったのである。
　上原木呂氏がまとめられた資料「のぞきからくり事歴」
によれば、昭和52年 ７ 月にＮＨＫが「越後ののぞきから
くり」の番組を録画したとき、宮澤由雄の子息宮澤茂雄
氏が巻町の屋台を実見して「八百屋お七は親父の作品、
幽霊の継子いじめは他人の作品」と話したという。前掲
のように宮澤茂雄は実際に父親ののぞきからくりの製作
を手伝った経験もある人である。
　「幽霊の継子いじめ」の製作者は誰かはっきりとしない
ところがあるけれども、以下最近の調査で製作された地
域と年代についておおよそのことが分かったので、それ
について述べてみたい。

２ ．製作された場所と年代
　2009年の「幽霊の継子いじめ」解体修復補強作業では、
左右のソデのほかにアオリ（天井絵）の傷みがひどかっ
たため、木枠と台紙を新調してその上にもとの押絵を移
した。もとの木枠と台紙は郷土資料館で別に保管してい
る。前掲の写真Ｅがその一枚である。当時、解体修復補
強事業に関わった元館長の本間一也氏の案内で、2016年
１ 月に、それらを実見させてもらった。
　押絵の部分を剥ぎ取ったソデの表面には、和紙に墨の
線で人物の下絵が描かれていた（写真Ｅ）。下絵の女性に
は「げい者」と大きく書かれている。押絵を置くとき正
妻と間違わないように指示したのであろう。また、押絵
の余白を埋めている黄色の地（ところどころに小さな銀
片をあしらってある）は、和紙ではなく西洋紙が使われ
ていてかなり劣化が進んでいたが、押絵を乗せるための
人物の下絵部分は和紙であった。またこれらのさらに下
層には補強材として『論語』（朱熹集註）の版本をバラバ
ラにした和紙が敷き詰めてあった。

写真Ｅ（2016.01撮影）

写真Ｆ　押絵が剥がれた部分
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　またアオリの台紙には『論語』のほかに役所の統計資
料の反古が貼られていた。その反古はいずれも明治23年
の統計資料で、「東河村農工及諸雇賃銭表」（写真Ｇ）「東
河村茶畑段別概算表」「東河村製茶産額概算表」「東河村
田畑自作地小作地概算表」「東河村民有殖林及伐木損害及
別表」「東河村生糸釜数表」などが確認できた。すべて
「明治二十三年」と記された東河村の文書である。このほ
か、反古の中には青色の罫線が入った便箋に「明治二十四
年二月二十六日」という日付と「東河村長 夜久……」と
書かれた紙もあった。明治23年の統計資料もおそらく翌
年にまとめられたものであろうから、これらの文書は明
治24年に作成されたものであろう。
　東河村は兵庫県朝来郡の地名で、『角川日本地名大辞
典』（1988）によれば、明治22年に近郷 ８ケ村が合併して
成立した行政区域で、その後昭和30年
に和田山町の一部になっている。姫路
市からは播但街道を北へまっすぐ50キ
ロメートルほど行った山間地である。
　この反古の文書によって、「幽霊の継
子いじめ」の屋台が兵庫県で製作され
たものであることが明確になった。反
古の文書は東河村のもので、行政区域
としての東河村の成立は明治22年だか
ら、資料は翌年の村勢をまとめたもの
である。書写されたものも何部かあったかも知れないが、
すぐに廃棄されるような資料ではない。どんな事情で屋
台の台紙に使われたかは不明である。しかし少なくとも
作成された明治24年からはだいぶ年月が経った後で一括
処分されたものであろう。その反古を台紙に使って屋台
を製作した職人は兵庫県のだれか。姫路市には宮澤由雄
がいて押絵を使ったのぞきからくりを製作していたか
ら、その影響のもとに製作を行なった職人だったのでは
なかろうか。
　このほかに何か製作者や製作年代の手がかりになるも
のはないかと探したところ、写真Ｅの部
分から剥がれた一銭五厘のハガキの一部
（写真Ｈ）が出てきた。
　ハガキが一銭五厘だったのは明治32年
４ 月 １ 日から昭和11年までのことであ
る。さらに左上に一部残っている料額印
面から、これは「分銅はがき」と呼ばれ
ているものだと分かる。また、色は青で
あった。日本郵趣協会出版『日本切手百
科事典』（1974）によれば、明治末年に発
行された「分銅はがき」はもと青紫だっ
たが、それが青に変わったのは大正 ４

（1915）年10月からだという。その後、大正12（1923）年
の ９月に発生した関東大震災で一時別の図柄に変わっ
た。しかし、さらに大正14年 ５ 月からはもとに戻されて
いる。また、もとに戻ったとき下部に印刷されていた「逓
信省発行 印刷局製造」の銘が削除されたというから、そ
の部分を確認すれば関東大震災前のものか後のものか分
かるはずである。しかし、残念ながら出てきたハガキの
下部は残されていなかった。この画像を郵政博物館に
送って調べてもらったところ、消印の数字がわずかに
「 ５」と読めることから、大正 ５年に使用されたものであ
ろうとのことだった。そうとすれば、十一月廿六日の日
付があることから、このハガキが反古にされたのは大正
６年以降と考えられる。
　ビデオ作品『小沢昭一の新・日本の放浪芸』（日本ビク
ター製作）の発売に関する1984年 7 月20日の新聞記事に
北園忠治夫婦が演じるのぞきからくり「不貞の末路」は、
「大正五年の製作という」とある（読売新聞）。確かなこ
とは分からないが、一つの参考にはなるだろう。

３ ．姫路と巻の香具師
　こののぞきからくりには演目の歌詞を印刷した小冊子
（一枚の紙を二つ折りにしただけの、今ふうで言えば歌詞
カード）が残っている。これは出版の形式をとっていて
内務省届出日と発行日、そして著者・発行者・印刷所が
記載され、定価金五銭とあるものである。
　　大正九年十二月三十日御届　
　　大正十年　一月　一日発行
　　　姫路市京口町十番地　著作兼発行人　野川 角蔵
　　内務省納本済「ゆうれいのまゝこいじめ」
とあって、発行日は「大正十年一月一日」。発行者は姫路
市の京口町十番地、野川角蔵という人物である。
　野川角蔵とはどのような人物か。じつは30年前、上島
敏昭氏がこの人物を訪ねて姫路市へ行っている。1987年、
宮澤茂雄氏（当時90歳）に取材したときの記事が、坂野
比呂志大道芸塾機関誌「ぴょんぴょん」13号に載ってい
るので、次に引用してみたい。上島氏によれば、茂雄氏
の話をまとめると野川角蔵とは次のような人物だったと
いう。
　　�この著作兼発行者・野川角蔵氏は、姫路の香具師の
実力者で、その妻のおうたさんは、からくりの名手
であったらしい。からくりは、夫婦で語ることが多
かったというから、角蔵氏も語ったのかもしれない。
つまり、野川氏は実作者というよりもその注文主と
考えられる。

　野川角蔵はのぞきからくりの製作者ではなく、それを
依頼した注文主だったらしい。巻には野川角蔵が発行し

写真Ｇ

写真Ｈ
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た歌詞の小冊子は「金色夜叉」も現存していて、それに
は「大正九年四月五日発行、姫路市西神屋町十八番地 著
作兼発行人 野川角蔵」とある。上記、上島氏の取材記事
には総社神社の境内に住んでいたこともあったと宮澤茂
雄氏が述べていることから、しばしば住所を変えていた
らしい。上島氏の推測どおり、夫婦でのぞきからくりを
興行して歩いた人物であろう。
　歌詞の小冊子はいずれも定価金五銭とあることから、
興行のさいの売り物でもあった。かつての興行師であっ
た巻の山賀チセも新聞記者の取材に対して次のように述
べている。
　　�なにせ、見る物がなかった時代だから、お祭りに行

くと、老いも若きも多勢見にきた。一人三銭、本が
一冊五銭だった。武雄と浪子の不如帰と、金色夜叉
に一番人気があったな。� （「読売新聞」1976.11.04）

「本」とはすなわちこの二つ折の小冊子である。
　こうした歌詞の印刷物がのぞきからくりを興行して歩
いた香具師の販売品であったことは、四国の香川県の辻
本友吉という興行師が発行した歌詞の例からも知ること
ができる。辻本友吉が発行した大正十三年三月十日御届
（内務省御届済）とある小冊子もなぜか巻の香具師の家に
残っていて、それには昭和三十二年十月三日発行とある
から、売り切るごとに増刷し続けたのである。
　このことから考えれば、巻の「幽霊の継子いじめ」は
姫路市の香具師だった野川角蔵が地元の押絵職人に製作
を依頼し、大正 ９年から10年頃に造られたものであろう。
それならば、これがその後新潟市の巻にあるのはなぜか。
　香具師仲間のネットワークがどんなものであったかは
知らないが、巻ののぞきからくりは姫路の香具師を経由
してもたらされたものと考えるのが自然であろう。野川
角蔵は姫路の香具師の実力者であったらしい。前掲の上
島氏の取材記事中にも、角蔵夫婦の想い出として宮澤茂
雄氏の次のような言葉を記している。
　　�その家へ遊びに行ったことがあるわ。女親分みたい

な人でしたよ。体の大きな人で、ご主人は白の兵児
帯を横ちょでキュッと結んでね。侠客肌の人やった
んでしょうね。覚えてますわ。

　推測に過ぎないが、巻郷土資料館の「幽霊の継子いじ
め」は、このような姫路の香具師が所有していた屋台を
ゆずり受けたものではなかろうか。あるいはまた野川角
蔵を経由して姫路の職人に依頼し、製作してもらったも
のかも知れない。少なくとも「幽霊の継子いじめ」はたっ
た １台ではなかったはずである。

４ ．昔話になった「幽霊の継子いじめ」
　「幽霊の継子いじめ」は近代の具体的な事件にもとづい
た話として語られている。しかし、そのような事件を報
道した新聞は見当たらない。そのかわり、これときわめ
て似た昔話が全国各地で語られている。一例をあげると、
愛媛県越智郡大三島の昔話として採録されている「継母
の化け物」（『日本昔話通観』22）で、ほぼ次のような内
容である。
　大阪で会社勤めする父親に七つになる子どもがいた
（性別不明）。その子の母親が死んで父は後妻をもらった。
継母は子どもをたいそう親切に扱ったが、父親が夜勤の
日の夜には家に幽霊が出るので、子どもは夜も眠れず朝
食も食べることができなかった。学校へ行くとぼんやり
しているので、先生が心配してわけを尋ねる。子どもは
家に幽霊が出て怖いのだと告げる。そこで先生は父親が
夜勤の日に家に来て、幽霊の正体を見破った。幽霊は、
櫛をくわえて、髪をふりさばき、全身白装束をした継母
だった。
　概要はほとんどのぞきからくりの「幽霊の継子いじめ」
と同じである。さらに京都府宮津市の「継子殺しの幽霊」
と題された昔話などは、子どもを男児とする点は異なる
が、おどされた兄のほうが助かって弟がかんの虫が出て
死んだと語るなど、いっそうのぞきからくりの「幽霊の
継子いじめ」に近い。しかも学校の先生が出てくるよう
に昔話というよりは世間話であり、明らかにのぞきから
くりによった話ではないかと思われる。姫路や大阪の香
具師が四国を巡業した可能性は充分あるし、香川県にも
屋台を二、三台所有して昭和30年代まで興行していた辻
本友吉という興行師がいた。
　昔話の採集ではしばしば講談師や浪花節語り、瞽女な
ど村の来訪芸人から聞いた物語を昔話として語る年寄り
に出会うことがある。上の宮津市の昔話の話者も「継子
殺しの幽霊いうことをお母さんから聞きました」と言っ
ていることから、のぞきからくりによった話だと考えて
いいだろう。
　しかし一点だけ話の要点になっている部分で巻郷土資
料館ののぞきからくりとは違うところがある。継母は、
口にコンニャクをくわえて子どもの顔をなめたというの
である。大阪の話としている前掲の愛媛県越智郡大三島
の「継母の化け物」は、口に櫛をくわえて、髪をふりさ
ばき、全身白装束をしていたと語る点で、巻郷土資料館
の「幽霊の継子いじめ」の歌詞、「髪はさんばら乱れ髪／
口にわ櫛をくわえられ／白き着物を身にまとい／幽霊姿
と身をかへて」と一致するが、それ以外に同じ外題であ
りながらコンニャクが出てくる「幽霊の継子いじめ」も
あったのではないか。
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　このことを証明するのは四国の徳島県美馬郡一宇村で
1971年に採録された「のぞきの文句」である。　
　　今日しも学校の始業式に
　　あまたの生徒うちそろうて
　　よろこびいさんで帰るのに
　　いかに幸太郎ただ一人
　　ただしんかんとうちしずむ
　　これをながめた先生が
　　いかがなせしとたずねたら
　　聞いてください先生さん
　　毎晩夜中と思う頃
　　不思議や幽霊現われて
　　ひとりのおどろきいかばかり
　　それを聞きたる先生が
　　熱田巡査にたのみこみ
　　様子をうかがう時も時
　　頭に白布くるとまき
　　口にこんにゃくちょいとくわえ
　　子供の頬をなでまわる
　　これをみつけた先生は
　　熱田巡査ともろともに
　　とっておさえてしばりあげ
　　裁判所へと送り出す
　これは岡山県立短期大学児童文化部文学班編『徳島県
美馬郡一宇村の昔話』（1971）所収「継母の幽霊」に採録
された徳島県一宇村奥大野の白井春市（明治35年 ３ 月生）
が伝える「のぞきの文句」である。カラクリ節と同じ七五
調になっていることから、もしかすると伝承者も節を付
けて歌ったものかも知れない。話の内容は前後が欠けて
いるが、「試験の免除式」が「始業式」になっているこ
と、継子が「幸太郎」という男児の名前になっているこ
と、継母が「こんにゃく」をくわえていることのほかは、
熱田巡査の固有名詞をはじめ郷土資料館所蔵の「幽霊の
継子いじめ」と同じである。
　やはり、上記の宮津市の昔話、口にコンニャクをくわ
えて継子をおどし、かえって我が子がひきつけを起こし
て死んだという「継子殺しの幽霊」（この題名と結果的に
は矛盾する）は、のぞきからくりから出た話だった。昔
話では継母がコンニャクをくわえておどすところに関心
があって、このことがほぼ共通して語られている。この
点からしても、巻郷土資料館のものとは少し違った「幽
霊の継子いじめ」があったことは確かであろう。

おわりに
　巻郷土資料館の「幽霊の継子いじめ」のソデ、佐々木
いさむと芸者の母子が描かれた押絵の下から見つかった

青色の「分銅はがき」によって、この屋台が大正 ６（1917）
年以降に製作されたものだと分かった。さらに歌詞の小
冊子の発行日から見て、大正 ９年の末から大正10年のは
じめにかけて製作されたものと思われる。山賀チセは大
正 ８年ごろ買い入れたものだといっているが（『潮』
1977.03）、小冊子の発行日が「大正10年 1 月 1 日」となっ
ていることからも上記の可能性が高い。
　またアオリの台紙に使われていた兵庫県朝来郡東河村
の反古文書と、歌詞の小冊子を発行した野川角蔵の素性
から、姫路市の香具師が地元の押絵職人に発注して作ら
せたものであったことが分かった。
　前掲の上島氏の取材記事に、巻郷土資料館の「幽霊の
継子いじめ」のガラ箱の写真を見て、宮澤茂雄氏は、こ
の目玉絵は自分が描いたものだといったとある。中ネタ
を覗くレンズを並べた半円形のガラ箱は、どの外題の屋
台にも共通して使える部品である。そのほかの、中ネタ
やソデ、カンノン、アオリなどの部分はその外題に固有
のものであり、それは宮澤由雄の工房で製作されたもの
ではなかった。

　本稿の作成にあたっては浅草雑芸団代表の上島敏昭
氏、巻町在住の画家上原木呂氏、写真家斉藤文夫氏のお
世話になりました。また新潟市西蒲区巻郷土資料館、広
島県三原市歴史民俗資料館、岐阜県瑞浪市ミュージアム
中仙道の各機関ご所蔵ののぞきからくりを資料として使
わせていただきました。感謝申し上げます。�
（2016.01.14）

付記
　本論でふれた拙著『江戸期視覚文化の創造と歴史的展
開—覗き眼鏡とのぞきからくり—』（2012、三弥井書店
刊）の、カラー口絵 ７枚目、広島県三原市歴史民俗資料
館所蔵「女一代嗜鏡俊徳丸」（俊徳丸一代記）のマネキ看
板各部を ６枚に分解して掲載したうち、アオリ ２枚は左
右を逆に配置してしまったが、上部の実際の組立のよう
に配置すべきであったので、この紙面を借りて次のよう
に訂正したい。右は継母の呪いによって俊徳丸が病に冒
される場面、左は俊徳丸の病気快癒を祈って滝に打たれ
る許嫁の初菊を描く。
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